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さ
あ

こ
ん
ど
は
総
選
挙
だ

五
月
二
十
二
日
に
最
高
裁
判
官

国
民
審
査
を
併
せ
て

執
行

補
充
選
挙
人
名
簿

を
調
整
し
ま
す

す
ぐ
る
市
長
選
挙
に
際
し
て
は

有
権
者
の
皆
様
万
の
政
治
に
対
す

る
深
い
関
心
と
立
派
な
態
度
で
、

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
九
割
を

越
え
る
投
票
成
績
を
も
っ
て
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
が
今

後
の
市
政
に
プ
ラ
ス
す
る
と
こ
ろ

少
く
な
い
も
の
と
、
皆
様
と
共
に

喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

引
続
き
今
度
は
衆
議
院
議

員
選
挙
と
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
が
、

ニ
十
二
日
に
行
な
わ
れ

ま
す
。

民
主
政
治
の
確
立
に
、
日
頃
の

考
え
を
、
と
う
と
い
一
票
に
こ
め

て
、
こ
の
人
こ
そ
と
、
信
ん
ず
る

こ
と
の
で
き
る
人
を
選
ら
び
ま
し

よ
う
。

市
長
選
挙
の
際
に
、
名
簿
に
名

前
が
載
っ
て
な
い
ば
か
り
に
、
投

票
で
き
な
か
っ
た
方
が
、
お
ら
れ

ま
す
が
、
今
度
の
選
挙
に
も
、
い

く
ら
昔
か
ら
住
ん
で
い
て
も
、
税

金
を
納
め
て
い
て
も
、
名
簿
に
名

前
が
載
っ
て
な
い
と
、
投
票
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
為
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
昨
年
九
月
十
五
日
現

在
で
調
整
し
た
基
本
選

挙
人
名
簿
と
、
こ
の
た

び
の
市
長
選
挙
に
際
し

調
整
し
た
補
充
選
挙
人

名
簿
に
載
っ
て
な
い
方

（
市
長
選
挙
に
入
場
券
の
い
っ
て

な
い
方
）
の
う
ち

（
イ
‘
昭
和
三
十
三
年
二

月
三
日
以
前
か
ら
引
続

き
長
門
市
内
に
住
ん
で

い
て

こ

）

昭
和
十
三
年
五
月

三
日
以
前
に
生
れ
た
方

に
は
当
然
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
か
ら

こ
れ
ら
の
万
の
補
充
選
挙

人
名
簿
を
九
日
ま
で
、

毎
日
午
前
八
時
三
〇
分

か
ら
、
午
後
五
時
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
内
）と
各
支

所
の
選
挙
事
務
担
当
者

が
受
付
ま
す
。

申
請
用
紙
は
駐
在
員
の
宅
に
備

付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

な
お
期
限
が
切
れ
た
ら
い
か
な

る
理
由
で
も
受
付
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

又
、
三
日
に
入
場
券
を
駐
在
員

の
宅
ま
で
お
届
け
致
し
ま
し
た
の

で
、
ま
だ
受
け
取
ら
れ
な
い
万
は

名
簿
か
ら
漏
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
大
至
急
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

立
会
演
説
会
を

聴
き
ま
し
よ
う

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
各

候
補
者
の
參
集
を
得
て
、
十
五
日

の
午
後
七
時
三
〇
分
か
ら
、
新
築

落
成
を
み
た
、
公
民
館
大
講
堂
で

立
会
演
談
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

是
非
お
聴
き
の
が
し
な
き
よ
う

お
集
り
下
さ
い
。

お
米
屋
さ
ん
を

替
り
た
い
方
え

お
米
の
購
入
は
店
毎
年
二
回
、

皆
様
の
希
望
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
今
年
第
一
回
の

登
録
変
更
を
十
五
日
と
十
六
日
の

二
日
聞
、
市
経
済
課
と
各
支
所
で

行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
持
参

の
上
お
申
出
下
さ
い
。

1
1
日
は
母
の
日

お
母
さ
ん
に

感
謝
し
よ
う

公
民
館
の
使
用

料
に
つ
い
て

公
民
館
大
講
堂
か
落
成
い
た
し

た
の
で
、
此
の
機
会
に
公
民
館
施

設
を
、
御
利
用
に
な
る
場
合
の
料

金
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

公民館使用料表
区　分　　大講堂　小講堂和室

.  800 － 12.  00　1.  000円　300 円　100 円

12.  00- 18. 00　1. 500　　300　　100

18. 00- 22. 00　2. 000　　500　　200
8. 00- 22. 00　3. 500　　800　　300

｀
使
用
上
の
注
意

１
、
使
用
後
は
直
ち
に
原
状
に
復

し
室
の
内
外
を
清
掃
し
、
館
長

に
届
出
る
こ
と
。

２
、
使
用
に
よ
り
、
建
物
器
具
を

破
損
叉
は
減
失
し
た
時
は
、
損

害
賠
償
す
る
こ
と
。

３
、
右
の
外
使
用
規
則
に
定
め
ら

れ
た
条
項
は
厳
守
す
る
こ
と
。

市
立
図
書
館
新

刊
図
書
案
内

「
現
代
推
理
小
説
全
集
」

マ
イ
ケ
ル
、
ギ
ル
バ
ー
ト
著

「
月
光
の
門
」
　
　
城
　
昌
幸
著

「
吸
血
蛾
」
　
　
　

横
溝
正
央
著

「
世
渡
り
太
閣
記
」

松
永
安
左
衛
門
著

「
悪
に
関
す
る
七
十
二
心
」

貞
下
信
一
著

「
旅
程
と
費
用
」
日
本
交
通
公
社

「
裸
白
王
様
」
　
　
開
高
　
健
著

「
囲
碁
実
力
向
上
の
要
訣
」

光
原
伊
太
郎
著

「
わ
が
遍
歴
の
山
河
」

東
山
魁
夷
著

「
た
ん
ぽ
の
子
」
小
西
健
二
郎
著

「
孤
独
の
徒
歩
」
　
真
船
　
豊
著

「
釈
迦
牟
尼
仏
」
　
石
丸
梧
平
著

「
お
巡
り
さ
ん
太
閣
記
」

岡
部
千
葉
男
著

「
働
く
こ
と
楽
し
む
こ
と
」石

坂
泰
三
著

「
絹
営
の
心
理
学
」
菅
谷
重
平
著

「
日
本
人
の
服
装
」
村
士
信
彦
著

「
弱
法
師
」
　
　
　
今
　
東
光
著

「
現
代
倫
理
（
悪
に
つ
い
て
）
」

埴
谷
雄
高
著

「
日
本
拝
見
」
週
間
朝
日
編
集
部

「
軽
自
動
車
運
転
免
許
の
取
り
万

」
　
　
　
　
　

運
転
免
許
指
導
会

「
道
徳
と
は
何
か
」
高
山
岩
男
著

「
美
酒
の
め
ざ
め
」
友
川
泰
彦
著

「
日
本
女
性
史
」
　
中
谷
孝
雄
著

「
国
会
を
動
か
す
七
人
の
侍
」

柳
田
広
志
著

「
歪
ん
だ
顔
」
　
角
田
喜
久
雄
著

「
甘
酸
っ
ぱ
い
味
」
吉
田
健
一
著

「
月
光
の
ド
ミ
ナ
」
遠
藤
周
作
著

「
不
死
蝶
」
　
　
　
横
溝
正
史
著

「
一
絃
琴
」
　
　
　
今
　
東
光
著

「
農
村
は
な
ぜ
貧
乏
か
」

門
司
　
享
著

「
育
児
と
病
気
の
相
談
」

恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
編

「
神
経
症
」
　
　
　
三
浦
岱
栄
著

「
世
界
は
こ
う
な
る
」

Ｈ
、
Ｇ
、
ウ
ェ
ル
ズ

無
料
法
律
相
談

五
月
八
日
午
前
九
時
よ
り
、
中
央

公
民
館
で
、
無
料
法
律
相
談
を
開

き
裏
す
。
何
事
に
よ
ら
ず
、
法
律

を
知
ら
な
い
ば
か
り
に
、
大
き
な

誤
り
を
お
か
し
が
ち
で
す
。
ど
な

た
も
遠
慮
な
く
相
談
に
お
い
で
下

さ
い
。

と
き
…
…
五
月
八
日
午
前
九
時
Ｉ

午
後
三
時

と
こ
ろ
…
…
中
央
公
民
館

辯
護
士
…
…
平
木
一
郎
氏


	page1

